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はじめに

　環境科学研究所報第 41 号の発刊に際しまして、ご挨拶を申し上げます。
　当所は、設立以来、周囲を取り巻く保健衛生や環境問題の状況の変遷と共に、大きな変
貌を遂げてまいりました。
　昭和 40 年に衛生研究所として小倉北区井掘の朝日が丘病院内に設立され、法定伝染病
や食中毒の検査などを行ってきましたが、公害の激化に伴い、昭和 49 年に環境衛生研究
所に名称変更し組織を拡大し、従来業務に加え、大気・水質環境の改善を目的として様々
な環境分析や調査研究を行ってまいりました。
　
　公害が終焉し、平成 6年に現在の環境科学研究所として名称変更した後も、微量化学物
質汚染への積極的な対応、水の総合的な研究開発機関であったアクア研究センターの設
置、環境ミュージアムの礎となった学習情報係の創設など、時代のニーズに合った業務に
積極的に取り組んできました。

　この間、日本経済が飛躍的に発展するにつれ、グローバル化の流れは進み、海外との交
流が益々増加するようになりました。そのため、私たちは従来とは異なったリスクに直面
するようになっています。パンデミックの懸念がある鳥インフルエンザ、本年夏の東京
代々木公園地域で起きたデング熱の集団感染、西アフリカ地域のエボラ出血熱の感染拡大
など、以前では想像もできなかった感染症への備えが必要な時代にはいっています。
　食品衛生の分野でも海外の農産物など輸入食品が増加していることから、食の安全性を
担保するために、食品添加物や残留農薬の検査の重要性が年々、増しているところです。
環境の分野でも公害のように地域の工場や自動車が環境汚染の主たる原因であった時代か
ら、黄砂や PM2.5 など国境を越えて飛来する物質による健康影響が懸念されるようにな
りました。

　本研究所ではこういった問題へ対処するために、最新の分析技術や分析装置を備えると
共に専門的な知識や技術をもった人材の育成を進め、市民の安全な生活の確保を目指し、
今後も、精度の高い検査データを迅速に提供、調査・研究にも積極的に取り組んでまいり
たいと考えています。
　
　小誌は平成 25 年度の当所の業務概要と調査研究結果をまとめたものです。皆様に広く
活用され、当所の取組に一層のご理解、ご協力を賜れば幸いです。

　平成26年12月
� 北九州市環境科学研究所　
� 所長 　山 下　 俊 郎 　
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